


















流山市議会

平成３０年度決算審査特別委員会

（平成２９年度一般会計決算）

指摘・要望事項

（議会全体の合意事項分）
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（都 市基 盤 の整 備）  

（ １ ）諸 事 情 に より 事業 進 捗が 遅延 して い る名 都借 跨線 橋 道路 拡

幅 改 良 事 業 及 び 東 小 学 校 前 通 学 路 道 路 拡 幅 整 備 事 業 の 早 期 完

成に 向け 、 最大 限の 努力 を 傾注 され たい 。  

 

（ 生 活 環 境 の整 備）  

（ １ ）ク リ ー ン セン ター ご み焼 却炉 の運 転 管理 につ いて は、長 期

的 な 炉 の 故 障 ・ 停 止 を 防 止 す る た め 、 日 常 点 検 を よ り 一 層 強

化 し 、 バ ラ ン ス よ く 稼 働 さ せ 、 過 度 な 負 荷 の な い 運 転 管 理 を

図ら れた い 。  

（ ２ ）中 央 消 防 署移 転事 業 にお いて は、早期 に 施設 規模 や 附帯 設

備 に つ い て 十 分 な る 協 議 を 行 い 、 更 に は 、 新 設 小 中 学 校 の 建

設等 を鑑 み 、基 本計 画を 策 定 さ れた い。  

 

（ 教 育 ・ 文 化の 充実 向上 ）  

（ １ ） 特 別 支 援 学 級 及 び 大 規 模 化 に 対 応 し た 小 中 学 校 に お け る  

Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 環境（ ＰＣ・タ ブ レッ ト の台 数、Ｗ ｉ－ Ｆ ｉ環 境、

高速 イン タ ーネ ット ）の 充 実を 図ら れた い 。  
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（市 民福 祉 の充 実）  

（ １ ）夏 休 みの 学校 開放 に よる「子 ど もの 居場 所づ くり 」事業 に

お い て は 、 他 地 域 も 含 め た 需 要 を 的 確 に 把 握 し 、 必 要 に 応 じ

て拡 大を 検 討さ れた い。  

（ ２ ）当 市 でも 増 加傾 向に あ る子 ども の虐 待 防止 対策 とし て、「 千

葉県 子ど も を虐 待か ら守 る 条例 （平 成２ ９ 年４ 月１ 日施 行）」

を遵 守し 、千 葉県 や関 係機 関 と更 なる 連携 強 化を 図ら れた い。

また 、必 要 な財 政支 援 を 積 極的 に千 葉県 に 求め られ たい 。  

（ ３ ）高 齢 者ふ れ あい の家 に つい ては 、更な る拡 充 を図 ると 共 に、

継 続 的 な 運 営 の た め の 支 援 に 努 め 、 子 ど も 達 と の ふ れ あ い を

促進 され た い。  

（ ４ ）当 市 に お いて も小 児 科医 不足 が極 め て深 刻な 状態 に ある こ

と か ら 、 市 内 の 小 児 医 療 体 制 拡 充 の た め に も 、 夜 間 小 児 救 急

への 予算 増 額を 検討 され た い。  

（ ５ ） 孤 独 死 防 止 や 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 の 推 進 を 図 る た め 、

地 域 支 え 合 い 活 動 に 関 す る 周 知 啓 発 及 び 財 政 支 援 の 拡 充 を 図

られ たい 。  
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（産 業の 振 興）  

（ １ ） 流 山 本 町 ・ 利 根 運 河 ツ ー リ ズ ム 関 連 の 各 種 事 業 に お い て 、

流 山 商 工 会 議 所 ・ 流 山 市 観 光 協 会 と の 更 な る 連 携 に 努 め ら れ

たい 。  

 

（ 行 政 の 充 実）  

（ １ ） 第 一 庁 舎 や 北 消 防 署 な ど 築 ３ ０ 年 以 上 の 公 共 施 設 に 対 し 、

必 要 に 応 じ た 改 修 を 計 画 的 に 進 め る た め 、 詳 細 診 断 を 行 わ れ

たい 。  

（ ２ ）部 署 所属 の職 員・再 任用 職員・臨 時 職員・嘱 託職 員 の給 与

まで 含め た 、各 事業 の総 コ スト の公 表方 法 を検 討さ れた い 。  

 


